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普及啓発

事  業

I.昭 和 61年度事業概 要

史跡五色塚古墳の公開

史跡五色塚古墳 (垂水区五色山4丁 目)は、復元整備された前方後円墳

として、年間を通じ、無料公開をしている。昭和61年度は小・中学校等の

団体22,610名 、個人22,108名 、計44,718名 の見学者があった。

文化財保護強調月間の催 し

大歳山遺跡公園 (垂水区西舞子 4丁 目)では、11月 1日 から11月 7日 ま

での間、復元竪穴住居の内部の公開とともに、古代人の生活の一部 を実際

に体験できるよう、人おこし、脱穀等を行った。

「地下に眠る神戸の遺跡展V」

例年、11月 1日 から30日 までは、市立旧考古館において最近の発掘資料

を広 く市民の方々に知っていただくために、特別展示「地下に眠る神戸の

歴史展」を行っている。 4回 目の展示会となった今回の展示では、市内各

地の土器や石器を縄文時代から中世までの年代順にならべ、身近にある遺

跡に対する理解を深めていただくように展示 した。

「鏡・剣・玉展」の開催

昨年度、史跡五色塚古墳の復元整備10周年の記念行事として「市内の埴

輪展」を実施 し好評であったため、今回は市内の古墳から出土 した「鏡・

剣・玉」を集め展示をした。

地域活動への参加

市内各地の公民館では、様々な地域活動が行われているが、各地域の歴

史を地元の方々に知って項 くことを目的に、周辺の遺跡の出土遺物や写真

パネルの展示会を開催 している。今年度は西区玉津南公民館において「上

池遺跡展」と題 し、昭和60年度調査の上池遺跡の出土遺物の展示を行った。

現地説明会の開催

発掘調査の状況や成果 を早 く

おり現地説明会 を開催 し、多 く

番号 遺  跡  名

市民の方々に知って頂 くために、下記のと

の見学者の参加を得た。

1 北ネ申ニュータウン内第 9地点遣跡

2 舞子古墳群昆沙門 1号墳

3 神出・田井追跡

4 山田・中遺跡

5 日暮遺跡

6 宅原遺跡・定塚古墳

開催年月日

昭和61年 4月 20日

昭和61年 6月 22日

昭和61年 8月 10日

昭和61年 8月 24日

昭和61年 11月 23日

昭和61年 12月 7日
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干Jイ子物

昭和61年度の埋蔵文化財関係の刊行物は以下の 6点である。

1.昭和59年度埋蔵文化財年報      領価1,800円

2.昭和60年度遺跡現地説明会資料    領価 500円

3.オ キダ古墳群発掘調査報告書     領価 800円

4.森北町追跡発掘調査報告書      領価 500円

5.神戸市埋蔵文化財分布地図 (改定版)領 価1,200円

6。 地下に眠る神戸の歴史展 Ⅳ     領価 100円

2.文 化 財   史跡「五色塚古墳」整備懇談会の発足

保護事業   昭和58,60年 度の2回 の調査で五色塚外堤周濤の存在が確認 された市営

五色山住宅の跡地の有効な利用をはかり、保存整備事業案を策定するため

に、史跡 「五色塚古墳」整備懇談会が発足 した。

史跡 「五色塚古墳」整備懇談会委員

田 中  琢  奈良国立文化財研究所

小 林 行 雄 神戸市文化財専門委員

檀 上 重 光 神戸市文化財専門委員

宮 本 長二郎 神戸市文化財専門委員

松 下  勝  兵庫県教育委員会社会教育・文化財課

3.文 化 財   当市における埋蔵文化財の発掘調査件数は年々増加の傾向にあるが、今

調査事業  年度は67件 となり、前年度比で18件 と急激な増加である。

また、開発計画の際に提出される遺跡分布調査依頼件数305件 (前年度比

28件増)、 それに基づく試掘調査件数も150件 (前年度比43作増)と 急増 して

いる。

これらを地域別に見ると、昨年度と同様に市街地での試掘調査がほぼ全

体の2/3を 占めているが、西区での試掘作数の増加が顕著である。

昭和61年度埋蔵文化財試掘調査件数

地区     作数       備     考

市街地東部    59  東灘区 (35)、 灘区 (14)、 中央区 (10)

市街地西部    39  兵庫区 (12)、 長田区 (6)、 須磨区 (7)、垂水区 (14)

西   区    39
耳ヒ      優ζ        13

合   計   150
緊急発掘調査の地区別では、市街地29件、西区25件、北区13件である。

このうち、兵庫県教育委員会および民間の追跡調査会の行った11作以外は

当教育委員会が調査 を実施 した。
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発掘調査一覧表 (事業別)

番

号 事  業  名 遺  跡  名 所 在 地 調 査 主 体 調査 面積 調 査 期 間 内 容

1 ニュー タウン建設 西神 ニュー タウ ン内遺跡
西区押部谷町・

平野町・粧 谷町
神戸市教育委員会 15680∬ 6157～ 6233〕

8遺跡の発掘調査
弥生時代～中世

2 北ネ申ニュー タウン内違跡 耳ヒ区長尾町 2、 620∬ 6199～ 62331 中近世山城 確認調査
中世人葬墓 12基

3 小学校改築工事 神出・ 田井遺跡 西区神出町 と,9501n 61512～ 810 鎌倉時代 粘土採掘坑
樋立柱建物

4 雪御所遺跡 兵庫区雪御所町 1.600∬ 62112～ 225 近世 石垣 ・土坑

5 道 路 建 設 出合追跡 西区平野町 2、 400∬ 61116～ 62319 弥生時代 濤

中世 掘立柱建物 ・lle

6 山田・ 中遺跡 北区山田町 2,700∬ 6165～910 弥生～古墳時代 竪穴
住居

7 山田 原野遺跡 北区山田町 320言 62 2 23´ -3 30 違構確認 されず

8
宅原遺跡 (内垣地区)

定塚古墳群
北区長尾町 3,350∬ 618H～ 6217 弥生時代 竪穴住居

古墳時代初頭 方墳

9
竜 ヶ谷遺跡

上小 名田遺跡

北区長尾町
八 多町

1,221∬
61421～ 81
611215～ 1224

縄文時代 石器製作址
平安時代 掘立柱建物

10 市 営 住 宅 建 設 上池遺伽 西区玉津町 183∬ 61711～ 811 平安時代 掘立柱建物
土坑

11 日募追跡 中央区日専通 730∬ 611020～ 62120 古墳時代 竪穴住居
平安時代 掘立柱建物

12 区 画 整 理 事 業 狐塚古墳 垂水区行日台 319言 62 1 13ヽ-2 9 古墳 の同溝

13 郡家違跡 東灘 区御影町 1.340ド
6166～827
6218～ 224

城 ノ前第 18・ 20～ 23次

上山田第 1次調査

都市再 FTl発 事業 長田神社境内遺跡 長岡区長田町 700∬ 6222～ 331 弥生時代 竪穴住居
掘立柱建物

ハーバーランド建
設事業

―バーランド 中央区東川崎町 950言
61122～ 1220
62225～ 328 近世 畑

児童 セ ンター建設 ―バーランド 400∬ 61526～ 62 近世 井戸

墓 園 建 設 事 業 鍋谷池追跡 西区平野町 1,320∬ 61813～ 1014 弥生時代 集落址 古
墳 平安時代 墓址

墳丘整理の資料 を

得 る確認調査
西求女塚古墳 灘区都通 170汚 6233～ 331 葺 石

盗掘の応急手当て
のため

天王山 5号墳 西区伊 川谷町 500∬
611223～ 62220
62323～ 331

長方墳・石棺・割竹形
木棺

業事
助

飾
肺

場
は

圃 新内古墳
(神 出・東遺跡)

西区神出町 2 740ni
6158～ 610
61129～ 62331

古墳後期 古墳 丸1輪
鎌倉時代 濤・ピント

押部遺跡 西区押部谷町 350∬ 61115～ 11 lJ 遺構確認されず

如意寺塔頭址・栃本遺跡 西区櫨 谷町 430ni 611024～ 1127 弥生時代 土坑
如意寺塔頭址

棺 谷中遺跡 68∬ 1223～ 1225 中世 ピット

前開遺跡 西区伊 川谷町 120言
61723～ 728
62 1 27^-1 28

文化財確認されず

養田遺 F71 西区押部谷町 180∬ 61■ 10～ H25 代時

ト

倉

ツ

鎌
ピ

溝・土坑・

宮前通跡 西区平野町 36∬ 61 10 27 文化財確認されず

塩 田遺跡・平田追跡 北区道場町 570言 61 5 12^ヤ 6 17 弥生時代
鎌倉時代

濤
土坑

,ロヒ遵■PI 196∬ 611021～ 1024 近世  ピ ット

宅原追跡 (有井地区 ) 耳ヒ区長尾町 と,800ポ 61 5 21^-7 13
古墳時代 竪穴住居
鎌倉時代 掘立柱建物

業事
動

備

補

整

政
場
候

画
押部追跡 西区押部谷翔丁 1,088∬ 611117～ 126 弥生時代 濤
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発掘調査一覧表 (事業別)

番

号 事  業  名 違  FI 名 所 在 地 調 査 主 体 調査期間 調 査 期 間 内 容

岡 場 整 備 事 業

(農 政補助 )

如意寺塔頭址・栃木遺跡 西区llll谷 町 神戸市教育委員会 1100∬
611128～ 62122
6224～ 225

弥生時代 土坑
如意寺塔頭 fL

棺谷中追跡 20∬ 61 12 23 遠物 包合層 (須 恵器 )

前開追跡 西区伊 川谷町 700言 62127～ 216 近世 濤

養田遺跡 西区押部谷町 164汚 61H26～ 129 平安～鎌倉時代 土坑
濤

宮前遺跡 西区平野町 44言 61 10 28 文化財確認 されず

塩田追跡  平田道跡 北区道場町 1.866∬ 61618～ 813 弥生時代 土坑
鎌倉時代 柱穴

川北遺」II 330笛 611025～ 62128 文化財確認 されず

宅原遺跡 (有井地区 ) ゴし区長尾町 2.690笛 61 7 14^ヤ 10 24 古墳時代 竪穴住居
鎌倉時代 掘立柱建物

住 宅 建 設 五色塚 古墳 垂水区五色山 200∬ 6188～827 濤  丸t輪片

五色塚古墳 240活 61930～ 1013

舞子昆沙門 1号墳 垂水区舞子坂 1,000言 61512～ 712 古墳時代後期 横穴式
石室

湊川遺跡 兵庫区下沢 過 450∬ 6141～ 527 古墳時代 竪穴住居
掘立柱建物

楠 ・荒田町追跡 兵庫区西上橘通 260∬ 611021～ 1213 縄文時代 土坑
弥生時代 方形周濤墓

一バー ラン ト 中央区東川崎町 650∬ 62224～ 328 近世 畑I

郡家遺FT(下 山田 1次 ) 東灘区御影町 190∬ 61430～ 62 平安時代 掘立柱建物

店 舗 ・ 住 宅 建 設 郡家遺跡 (城 ノ前19次 ) 130消 61613～ 74 古墳時代初頭
竪穴住居

郡家追跡 (城 ノ前17次 ) 192笛 6162～ 710 弥生時代 竪穴住居
古墳時代 竪穴住居

住吉宮町違 IPI 東灘区住吉宮町 175笛 61 7 25^ヤ 8 25 古墳時代 箱式石棺
濤 奈良時代 溝

倉 庫 建 設 神楽遺跡 長田区神楽町 200∬ 611020～ 6233] 古墳時代 掘立柱建物

倉  庫  建

(文化庁補助 )

設
神楽追跡 380∬ 111～ 62331 古墳時代 掘立柱建物

井戸状遺構

宅 地 造 成 予 定 瓢塚古墳 西区伊川谷町 400∬ 611223～ 62123 埴輪片

申新田道跡 灘区桜 ヶ丘 200∬ 35～ 3 文化財確認 されず

電波中継基地建設 金鳥山追跡 束灘区本山町 206言 4 14-4 23 文化財確認 されず

ゴ ル フ 場 建 設 稲荷神社裏山古墳群 北区道場町 182∬ 5 12^-5 古墳時代後期 円墳
確認調査

擁 壁 工 事 居住遺肋 西区玉津町 94だ 61421～ 51 遺物包合層

ガソリンスタンド
建 設

向井群集墳 西区平野町 250∬ 61921～ 102 文化財確認 されず

57 圃 場 整 備 事 業 神出追跡群 西区神畠町
妙見山麓追跡調査

1,750∬ 61 10 20-62 3 31 鎌倉時代 濤 ピノト

宅原追跡 (宮之元地区 ) 北区長尾町 21572ゴ 61824～ 62325 代時
址

良
物

奈
建

代
濤

時墳
世

古
中

住 宅 建 設 五色塚古墳 垂水区五色山 真野 修 3,316Hl
61■ 6～ 62520
(62年度継続)

,こ世～近代 墓址

中山手通遺跡 中央区中山手通
中山手通追跡調査

1,000∬
61326～ 62415
(62年 度継続)

古墳時代 中世 土坑
柱穴
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4.

保存処理

市内遺跡

発掘調査

の概要

縄文時代

弥生時代

古墳時代

歴史時代

発掘調査原因の事業別件数は民間事業20作 、公共事業47件 で、公共事業

が約 7割 を占める。公共事業のうち、圃場整備事業 。道路建設事業等の原

因が多くをしめている。民間事業の場合は、そのほとんどが市街地におけ

るマンション建設や店舗等の工事が調査原因となっている。

上記の緊急発掘調査に要 した経費は、 4億 5千 8百万円であった。

これらのうち、開発側の協力を得て一部現状保存となったものは8件で、

その他は記録保存となった。また、今年度より保存処理業務を開始 し、遺

物の保存処理および遺構の切 り取 り保存等の充実をはかった。

竜ヶ谷追跡では縄文時代前半期 と考えられる石器製作址が発見され、石

鏃等の製品と多くのサヌカイ トやチャー トの象J片 。チップが検出された。

楠・荒田町遺跡では、縄文時代後期後半の土坑が検出され、その中から

深鉢や注口土器などが良好な状態で発見された。また、弥生時代中期の方

形周濤墓が発見され、濤の中から供献 された多くの土器が出土 した。

今年度は弥生時代後期から古墳時代初頭の竪穴住居が各遺跡で多く検出

されている。このうち、宅原遺跡 (内垣地区)では直径11術 と県下でも最

大級の竪穴住居が発見された。山田・中遺跡でもほぼ同時期の焼失竪穴住

居が発見され、炭化 した垂木等から上屋構造を知る手掛かりが得られた。

天王山 5号墳の調査は、盗掘の応急処理という不幸な原因によるもので

あったが、4基の主体部の確認など多くの成果が得られた。

新内古墳は上部を削平されて田圃となっていた所からの新発見で、 6世

紀前半期の古墳が印南丘峻上に分布することが確認された。

昆沙門 1号墳は宅地造成で破壊 された横穴式石室の調査であったが、県

下でも稀な形態のT字形の石室が検出され、武具、馬具などの鉄製品やガ

ラス玉、金環などの装身具が出土 した。

郡家遺跡 (城の前)では、古墳時代後期の特異な煙道部を持つ竃付の竪

穴住居が発見された。

宅原遺跡 (宮之元地区)では、飛鳥時代の大濤の中から大量の本製品と

ともに、日本最古の本製の仮面が発見された。法隆寺に残る伎楽面よりも

一時代古いもので当時の祭祀の状況を伝 える貴重な発見と言える。

郡家遺肋 (下山田)では、平安時代の掘立柱建物が発見された。菟原郡

衡の推定地内での発見で、当時の建物の分布を知る資料 となろう。

日暮遺跡では平安時代の掘立柱建物群が発見され、柱穴に土器や銅銭が

納められていた。当時の地鎮祭万Eを 知る資料 となった。

神出・田井追跡では、平安時代後期の粘土採掘坑が多数発見された。神

出古窯址群における、陶土採取の方法をしるす貴重な発見である。
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昭和61年度埋蔵文化財発掘調査一覧表

番 号 遺  跡  名 所  在  地 調 査 主 体 調査面積

1-a 西神第 7地点遺跡 西区押部谷町養田 神戸市教育委員会 3,270∬

1-b 西神第10地点遺跡 1,300∬

1-c 西神第11地点遺跡 3,700∬

1-d 西神第12地点遺跡 4.800∬

1-e 西神第38地点遺跡 西区平野町繁田 160∬

1-f 西神第56地点遺跡 西区平野町宮前 200∬

1-g 西ネ申第57地点遺跡 1,6001vi

1-h 西神第65地点遺跡 西区棺谷町栃木 650∬

2 神出・田井遺跡 西区神出町田井 1,950∬

3 新内古墳 (ネ申出 。東遺跡) 西区神出町東 2,740ポ

4 出 合 遺 帥 西区平野町中津 2,400∬

5 上 池 遺 跡 西区玉津口丁上池 183だ

6 押 部 遺 跡 西区才甲吉Б谷田丁才甲吉5 1,438∬

7-a 栃 木 遺 跡 西区櫨谷町栃ホ 710∬

7-b 如意寺塔頭址 820∬

Ｏ
Ｏ 養 田 遺 跡 西区押部谷町養田 344∬

天王山 5号墳 西区伊川谷町別府 500ポ

狐塚 古 墳 垂水区狩口台 7丁 目 319∬

五色塚古墳 垂水区五色山 3丁目 440∬

舞子古墳群毘沙門 1号墳 垂水区舞子坂 3丁 目 1,000ポ

長田神社境内追跡
長田区長田町

1,2丁 目
700∬

神 楽 遺 跡 長田区神楽町 2丁 目 580∬
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調 査 期 間 調査担当者 調 査 内 容 備  考

61.7.2^ヤ 62.8.1
61.9.24-61.10.20

渡辺 伸行
N071地点 平安時代末 焼土坑 ,Xlo7 2地 点 弥
生時代墓址,No7 3.4地点 遺構確認されず

No 7-2 地

点  62年
度 再 調 査

61.8.18^マ 62.3.25 中世 集石墓・火葬墓
62年度再
調査

No.11-1地点 古墳時代木棺墓群 ,No,112
地点 古墳時代木棺 ,Nol1 3地 点 古墳

62年度再
調査

NO.121・ 2・ 3地点 古墳

62.3.26^ヤ 62.3.31 確認調査 遺物包含層
62年度継
続調査

61.5.7^ヤ 61.6.28 弥生時代 地山整形遺構

61.8.4^ヤ 61.8,12
61.9.16⌒ヤ61.10.31

弥生時代 土器本宮・通路
B地区は

保存

61.5。 12^ヤ 61.8.10
菅本・安田
須藤

鎌倉時代 粘土採掘坑・掘立柱建物
8/10現地
説明会

61.5.8⌒ヤ61.6.10
61.12.9々 -62.3.31 前 田 住 久

古墳時代後期 古墳 埴輪・須恵器
鎌倉時代 ピット・濤

61.11.6^ヤ 62.3.19
菅本 宏明
池野 素子

弥生時代後期 濤
中世 掘立柱建物・濤

61,7.11--61.8.11 前田 佳久 平安時代 掘立柱建物・土坑

61.11.5^ヤ 61.12.6 黒 田 恭正 弥生時代後期 濤

61.10.24-V62.1.22
62.2.4^ヤ 62.2.24

安田  滋 弥生時代 土坑

如意寺塔頭址

61.11.10^ヤ 61.12.9 山本 雅和 平安～鎌倉時代 土坑・濤

61.12.23-62.2.20
62.3.23-ヤ 62.3.31

千種
須藤

浩

宏 長方墳 ,石棺・害」竹形木棺

62.1.13^ヤ 62.2.9 宮本 郁雄 古墳時代後期 古墳の周濤

61.8.8^マ 61.8.27
61.9.30^ヤ 61.10.13

山
岡

九
西

ヱ繋
巧次

濤 埴輪片

61.5.12^ヤ 61.7.12 山本 雅和
古墳後期 T字形横穴式石室
弥生時代後期 住居址

6/22現地
説明会

62.2.2^ヤ 62.3.31 黒 田 恭正
縄文時代 土坑

弥生時代 竪穴住居・掘立柱建物

61.10.20^ヤ 62.3.31 前田 佳久 古墳時代 掘立柱建物
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昭和61年度埋蔵文化財発掘調査一覧表

番 号 遺  跡  名 所  在  地 調 査 主 体 調査面積

雪御所遺跡 兵庫区雪御所町 神戸市教育委員会 1,600∬

湊 川 遺 跡 兵庫区下沢通 450∬

楠・荒田町遣跡 兵庫区西上橘通 2丁 目 260∬

日 暮 遺 跡 中央区日暮通 1丁 目 730∬

西求女塚古墳 灘区都通 3丁 目 170∬

郡 家 追 跡
東灘区御影町

御影・郡家
1,852∬

住吉宮町遺跡 東灘区住吉宮町 7丁 目 175∬

山田・中遺跡 北区山田町中 2,700∬

北神第47地点遺跡 北区長尾町宅原 2,000∬

宅原遺跡 (有井地区) 】し区長尾町宅原 4,490ポ

宅原追跡 (内垣地区) 耳ヒ区長尾町宅原 2.200∬

定塚古墳群 北区長尾町宅原 1.150∬

竜ヶ谷遺跡 北区長尾町上津 1,000∬

鍋谷池遺跡 西区平野町黒田 1,320言

居 住 遺 跡 西区玉津町居住 94∬

30 向井群集墳 西区平野町向井 250∬

瓢 塚 古 墳 西区伊川谷町潤和 400ポ

前 開 遺 跡 西区伊川谷町前開 820ポ

櫨谷中遺跡 西区櫨谷町長谷 88∬

34 宮 前 遺 跡 西区平野町宮前 80∬

ハーバー ラン ド 中央区東川崎町 2,000ゴ

申新田遺跡 灘区桜 ヶ丘 200∬

金′烏山遺跡 東灘区本山町北畑 206∬
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調 査 期 間 調査担当者 調 査 内 容 備  考

62.1.12^ヤ 62.2.25 山本 雅和 近世 石垣 土坑

61.4.1-61.5。 27 西岡 巧次 古墳時代 竪穴住居 掘立柱建物

61.10.21^ヤ 61.12.13 丸山  潔
縄文時代後期 土坑 ,弥生時代前期 貯蔵
穴,中期 方形周濤墓,平安時代 建物址

61.10.20--62.1.20 谷  正俊
古墳時代 竪束住居 土坑
平安時代 掘立柱建物

11/24コ見
地説明会

62.3.3^ヤ 62.3.31
西岡
安田

巧次
滋

葺石

61.6.6--62.2.24
岡

田

西
前

山

田

丸
黒

城 ノ前 地 区 18～ 24次調 査 弥 生 時 代 住 居 址・古 墳 時 代 住 居

丸に,下 山 田 地 区 第 1次調 査 平 安 時 代 掘 立柱 建 物 ,上 山 田

地 区 第 1次調 査  追 構 確 認 され ず

61.7.25--61.8.25 山本 雅和
古墳後期 箱式石棺 溝
奈良時代 濤

第 4次調

ユ

61.6.5^ヤ 61.9.10
正
俊

恭
正

田黒
谷

弥生時代 古墳時代 竪穴住居・掘立柱建
物 ,中世 掘立柱建物

8/24現地
説明会

62.2.16^ヤ 62.3.31 西 岡 誠 司 中世 火葬墓12基

61.5.21^ヤ 61.10.24
種
藤

千
須

山
本

丸
山

古墳時代 竪穴住居・掘立柱建物
鎌倉時代 掘立柱建物・土坑

11/1～ 3

文化財展

61.8.11--62.1.7
雄
子

郁
素

本
野

宮
池

弥生時代 竪穴住居  濤
縄文時代 土器

12/7現地
説明会

61.9.2--61.11.17
61.11.26- 61.12.17

西岡 巧次 古墳時代初頭 方墳 3基
12/7現地
説明会

61,4.21～ 61.8.1
雄
子

郁
素

本
野

宮
池

縄文時代 石器製作址
平安時代 掘立柱建物

61.8,13- 61.10。 14 前田 佳久 弥生時代住居址 古墳 確認調査

61,4.21⌒ヤ61.5。 1 黒 田 恭 正 遣物散布地

61.9.26^ヤ 61.10.2 谷  正俊 確認調査

61.12.23--62.1.23 黒田 恭正 確認調査 埴輪片

61.7.23^ヤ 61.7.28
62.1.27-62.2.16

谷  正俊 近世 濤

61.12.23--61.12.25 安田  滋 中世 ピット

61.10.27^ヤ 61.10.28 渡辺 イ申イ子 確認調査

61.5。 26^ヤ 62.3.28
谷  工俊
須藤  宏

近世 井戸 畑

62.3.5^マ 62.3.18 山本 狛監禾日 確認調査

61.4.14^ヤ 61.4.23 前田 佳 久 確認調査
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昭和61年度埋蔵文化財発掘調査一覧表

番  号 遺  跡  名 所  在  地 調 査 主 体 調査面積

山田 。原野遺跡 北区山田町原野 神戸市教育委員会 320∬

稲荷神社裏山古墳群 北区道場町平田 182∬

40 川 北 遺 跡 北区道場町塩田 526ポ

41 上小名田遺跡 北区八多町上小名田 221∬

42 北神第20地点遺跡 耳ヒ区長尾町上津 200ポ

43 北神第21地点遺跡 210∬

44 北神第22地点遺跡 60∬

北神第23地点遺跡 50∬

46 北神第24地点遺跡 50ゴ

北神第25地点遺跡 50∬

０
０

刀
士 塩 田 遺 跡 北区道場町塩田 2,040ゴ

49 平 田 遺 跡 北区道場町平田 400∬

神 出 (南・東 ) 遺 跡 西区神出町東・南
妙見山麓

追跡調査会
1,750∬

五色塚古墳 垂水区五色山 3丁 目 真  野     布多 3,316ゴ

中山手通遺跡 中央区中山手通 4丁 目
中山手通

遺跡調査会
11000∬

宅原遺跡 (宮之元地区) 北区長尾町宅原
妙見山麓

遺跡調査会
2,572ポ

54 住吉宮町遺跡 東灘区住吉本町 兵庫県教育委員会 4.300ポ

本庄町遺跡 東灘区本庄町深江 480言

深江北町遺跡 東灘区深江耳ヒ町 660∬

小路大町遺跡 東灘区本山南町 1,050∬

北青木遺跡 東灘区耳ヒ青木 80ポ

玉津田中遺跡 西区玉津町田中 13,000∬
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調 査 期 間 調査担当者 調 査 内 容 備  考

62.2.23^ヤ 62.3.30 谷  正俊 確認調査

61.5。 12^ヤ 61.5,15 丸山  潔 古墳後期 円墳 確認調査

61,10.21々ヤ62.1.28 菅本 宏明
西岡 誠司

近世遣構

61.12.15^ヤ 61.12.24 山本 雅和
平安 。鎌倉時代 柱穴 遺物包合層
確認調査

61.9.26^ヤ 61.10。 15 西岡 誠司
中世～近世山城 (茶臼山城)確認調査
礎石建物址

61.11.6- 61.11.7
61.12,9--61.12.22

中世～近世山城 (茶臼山城)確認調査
No.20地 点と関連遺構

61.12.23--61.12.24 確認調査 遺構確認 されず

61.9.9--61.9。 11 確認調査 遺構確認 されず

61.9.16^ヤ 61,9。 18 確認調査 遺構確認 されず

61.9,24- 61.9.25 確認調査 遺構確認 されず

61.5。 12^ヤ 61.8.13 弥生時代中期 土坑  ピット

61.5.12^マ 61.8.13 鎌倉時代 土坑

61,10.20^-62.3.31 山仲  進 鎌倉時代 溝 ピット

61.11.6^ヤ 62.5,20 真野  修 近世墓約800基
62年度継
続調査

61.3.16-‐ 62.4.15 藤井 直正 古墳時代 。中世 柱穴 土坑
62年度継
続調査

61 8.4^-62 3.25 山仲  進
占墳時代 竪穴住居
奈良時代・中世 掘立柱建物 溝

62.2.  ^ヤ 62.3.30
岡田 章一

高瀬 一嘉
弥生時代・古墳時代 溝 水田

古墳時代前期 土器棺

61.5.6^マ 61.6.20 岡田 章一
近世 畔状遣構 ,中 世 水田 土坑

弥生時代 水田,縄文時代 貯蔵穴
6/18現地
説明会

61.4.2^ヤ 61.5.10
下
田
上

山
山
山

史 貞F
マ育朝

雅 弘

円形同溝墓
土器棺墓

11老ま
1基

5/10現地
説明会

61.4.1-61.4.25 岡田 章一
長谷川 真

近世・中世 水田
古墳時代 水路 杭列 土坑

60.4.17-60.4.20
小川 良太
山下 史郎

中世 水田

61.5.2^ψ 62.3.30
深井・村上
菱田 。篠宮 索篭

時
各壇蔦長

時
魯,倖贔

址
建易難

8/30,12/13

現地説明会
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1.は じめに

fig,  1

第10,11,12地点

遺跡位置図 1:5,000

1 西神ニュータウン内遺跡

Ⅱ.昭和 61年度の発掘調査

1.西神 ニュー タウン内追跡

昭和61年度の西神ニュータウンTD・ よび関連事業区域内の埋蔵文化財調査

は、15作 の発掘調査と士作の分布調査を実施 した。15件 の発掘調査のうち

全面発掘調査が11件、試掘確認調査が 4件である。総調査面積は15,680ポ

に達する。発掘調査のうち、 1件は次年度へ継続調査となっている。

したがって、ここでは10件、 6追跡の発掘調査の概要について報告する。

なお、このうち5件が次年度に再調査を行 う予定である。

西神第10地点遺跡

西神第10地点遺跡は、西区押部谷町養田に位置し、養田の墓地から北ヘ

のびる尾根の先端に立地 している。遺跡の標高は88mで、尾根上には賽の

神を祭る祠が存在する。

10地点は、当初古墳と考えられており、樹木を伐採 した時点でも円墳状

のマウンドが観察できた。尾根上に十字の トレンチを設定して調査 したと

ころ、表土を除去 した時点で、中世土師器片、古墳時代須恵器片と焼土、

焼けた骨片、扁平な河原石が発見された。さらに、北側で、古墳の裾を画

すと考えられる幅 3mの溝が検出された。この試掘調査の結果、10地点は、

古墳と中世墓の複合遺跡の可能性が強くなったため、全面調査を実施 した。

帯

め
】
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3.

調査の概要  10地点の西側の緩斜面で、扁平な河原石を敷いた集石墓群が南北20m、

東西約 8mの範囲に集中して発見された。集石墓群の間に、須恵器甕、土

師器鍋、須恵器担鉢で蓋をした蔵骨器が存在している。蔵骨器 1の ように、

石で囲続 した中に埋納 されている例もみられる。蔵骨器 2、 3の ように、

蓋がはずれたものは表面に火葬骨が露出している。

集石墓は、石が流れたものもあり、その数を確定しがたいが、少なくと

も20基以上存在するものと考えられる。 1基当たりの規模は、長さ約 lm、

幅約0.5mで ある。集石墓の中には、弧状に石を巡 らして区画 した中に扁

平な河原石を置くものや、立石で方形に区画 した中に扁平な河原石を貼 り

つけるものなどの例がみられる。集石墓及び蔵骨器の年代は、13世紀代と

考えられる。なお、この地に、焼土とともに火葬骨が発見される遺構があ

り、集石墓と一緒にこのような施設を伴わない墓も存在している。

古墳は、径約10mの 円墳と考えられる。今回の調査では、北側で周溝の

一部 を検出したに留まる。出土須恵器から、古墳の築造時期は 6世紀初頭

と考えられる。

まとめ    第10地点追跡は、今回の調査によって中世集石墓と古墳の複合追跡であ

ることが判明した。特に集石墓は、西区で初めての発見であり、しかも20

基をこす規模の集石墓としては、他にもあまり例を見ない。集石墓に用い

られた扁平な石は、明石川の上流、中流では見られないことから、明石川

下流、若 しくは他の地から運ばれた可能性が強い。

今年度の集石墓の調査は、平面的な検出に留まり、その解明は古墳の調

査 とともに来年度の調査に委ねられている。

fig。   2

調査地全景 (南から)
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l 西神ニュータウン内違跡

fig.  3

集石墓 と蔵骨器

fig,  4 集石墓

fig。   5 蔵骨器
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1.は じめに

2.調査の概要

(1)第 11-1地点

fig.  6

第11地点全景 (南から)

西神第11地点遺跡

西神第11地点遣跡は、西区押部谷町養田に所在する。12地点から谷一つ

隔てて西側を12地点と並行して北へのびる尾根上の先端に位置している。

試掘調査の結果、遺物が出土 した地点が 3箇所あり、それぞれ11-1、

11-2、 11-3地点と名づけ、調査を実施 した。

第11-1地点は、大池ヶ谷池の西の標高97mの やせ尾根上に立地する。

道路や、土取 りのため荒されているが、調査の結果、木棺墓 3基 (S T01、

02、 04)、 土渡墓 2基 (S T03、 05)、 土坑 1基 (S K01)が検出された。

hg,7 第11地点 遺構全体平面図
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ST01

ST 02

ST03

fig.8 ST03 平面・断面図

1 西神ニュータウン内遺rII

S T01は 、11-1地点の北端で検出された本棺墓である。19.5× 0.7m

の掘形内に16.5× 0.45mの 木棺を納めていた。棺の主軸方向は北西である。

掘形内及び棺内から追物は出土しなかったが、掘形上層から須恵器片が出

土している。

S T01か ら南2.5mの ところに位置する木棺墓である。掘形規模は2.5

×1.Om、 棺の大きさは、1.55 X O.6mである。棺内埋土は、茶灰色砂質

土である。掘形内、棺内から炭が出土したのみで、遺物は出土 しなかった。

棺の主軸方向は北西である。

S T02の 西3.5mに位置する。尾根が西側へ傾斜する傾斜変換線付近に

作られた土墳墓である。規模は 2.5XO.6mで、埋土は灰色砂質土である。

土渡墓内南東端からは、須恵器有蓋高部、姑、郭身の 5点の追物が出土 し

ている。他に遺物は出上しなかった。 S T03の 時期は、6世紀初頭である。

)        lm

Φ
Ｏ
・い
０

ヨ

3

2～ 7:ST03 8:ST05 1～ 7:須恵器 8:土 師器Fig。 9 出土土器実測図
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ST 04

ST05

SK 01

hg.10調査地東半部

S T04は 、尾根筋より西へ下った斜面上に位置する木棺墓である。掘形

規模は、 2.1× 0.6m、 棺の大きさは、 1.3× 0.4mで ある。斜面地のた

め、僅かに底の部分が検出されたのみである。遺物は、出土 しなかった。

S T04の 南 1.5mに 位置する土墳墓である。尾根筋より3m下がった斜

面地に位置する。土墳の確認面より35cm上層のところで土師器壷が正立し

た状態で置かれていた。土墳の規模は、 2.lXO.6m、 深さ0,4mで ある。

土墳墓内からは、緑色凝灰岩製の管玉が 9点、ブルーのガラス玉20点 が出

土 した。須恵器が副葬されていないことから、土墳墓の時期は 5世紀代に

属するものと考えられる。

11-1地点の調査区の南端付近で検出された径 0.8m、 深 さ0.4mの土坑

である。土坑内からは遺物は出土 しなかった。

Fig。  1l ST03
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1 西神ニュータウン内追跡

第11-1地点は、分布調査の時点で古墳と考えられていたが、調査の結果、

尾根が古墳の立地に不向きなやせ尾根であることや、マウンドが存在しな

いことから古墳とは考えられない。むしろ、木棺墓や土墳墓が集まった集

合墓と考えられる。

墓の形成された時期は、 5世紀後半～ 6世紀初頭頃と思われる。古墳時

代の墳丘をもたない土城墓、木棺墓群としては、市内でも数少ない資料の

一つである。

結

fig.12 第11-2・ 3地点平面図
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(2)第 11-2地点

ST 01

出上遺物

fig.  13

ST01平 面 。断面図

Plヽ

第112地点は、第111地点の北40mに位置する。南から伸びる尾根が10

地点と■ 3地点へ分かれる分岐点に位置する。樹木を伐採 したところ、尾

根の高まりがみられ、古墳の可能性があったため全面発掘調査を実施 した。

調査の結果、古墳状の隆起と考えられたものは単なる山の隆起部であっ

たが、項部から5m下 がった浅い谷に面した斜面で、東西に主軸をおく割

竹形木棺 (S T01)が検出された。 2.8× 1.2mの掘形内に 2.0× 0.45m

の木棺が存在 していた。棺底から不明鉄製品が 1点出土 したのみで、他に

遺物は出土しなかった。

S T01か ら北へ lm斜面を上がったところで、完形の須恵器部身、郭蓋

が 1点ずつ出土した。遺物は流土中にあり、関連する遺構 も発見されなか

ったため、 S T01に伴 うものとは考えられない。

112地点からは、古墳時代の 6世紀初頭と6世紀後半の須恵器や中世の

遺物が出土 している。但 し、中世の遺構は検出されていない。古墳時代の

須恵器には、郭身、ナ不蓋、壺、甕などが見られる。中世の追物は、須恵器

婉・埋鉢 、土師器皿・鍋、平瓦片などが出土 している。中世の追物は、鎌

倉時代13世紀頃のものと思われる。

第11-2地点は、当初古墳と考えられていたが、調査の結果、谷に面する

斜面地という予想もしなかったところで、割竹形木棺が単独で発見された。

割竹形木棺は、斜面を切 り込み若子の平地を作った後、納められている。

棺内からは、鉄製品が出土したのみで他に遺物は出土しなかったため、時

期は、断言できないが、概ね 5世紀代に属すると考えられる。

11-2地点からは、この割竹形木棺の他には遺構は発見されなかった。し

たがって、中世の遺物は、10地点遺跡の集石墓との関連性が考えられる。

0              1m
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(3)第 11-3地点

1 西神ニュータウン内違FI

第113地点は、第112地点の西30mに位置し、浅い谷をはさんで第10地

点とは対向する位置にあたる。遺跡の標高は91mである。樹木を伐採 した

時点で低いマウンドが観察された。試掘調査の結果、古墳の裾 と考えられ

るところから須恵器が出土したため、全面調査を実施 した。調査の結果、

11-3地点からは、径10mの 円墳 1基 と木棺墓 1基 (S T01)が発見された。

墳   古墳は、直径約10m、 高さ約 lm

の低平なマウンドをもつ円墳で、深

さ0.3mの溝を巡 らしている。溝内

からは、須恵器、土師器が出土して

いる。西側の周溝内からは主として

土師器が出土し、東側の周溝内から

は、須恵器が出土 している。南側の

周溝内には、周溝をさらに掘 り込ん

で方形の上器埋納坑 (長 さ 1.2m、

幅0,6m、 深さ0.4m)が作られて

おり、中に須恵器邪身、ナ不蓋がセッ

トで糸内められていた。このように、

周溝の肩を掘 りこんで土器埋納坑が

作 られている例は、玉津町の居住小

山遺跡でも知られている。

古

fig,14 土器埋納坑平面・断面図

fig.15古墳全景 (東 から)
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古墳の墳丘部は、灰と焼土を用いて盛土されているが、主体部はすでに

削平されてしまったためか、地山面まで掘 り下げても検出されなかった。

古墳の築造時期は、土器埋納坑内の土器からみて、 5世紀末～ 6世紀初頭

と考えられる。

ST01    S T01は 、古墳の周溝肩から南へ 5m離れた緩やかな斜面上に位置する。

主軸をほぼ東西にとる木棺墓で、掘形の規模は、2.lXl.9m、 棺の規模

は1.8XO.5mを 測る。掘形の南壁沿いに、須恵器罫蓋 2点が副葬されて

いた。本構墓の時期は、副葬されていた須恵器からみて 6世紀後半と考え

られる。

fig。   16

ST01平面・断面図

fig,17 ST01(東 から)
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t 西神ニュータウン内遺跡

hg。 18 土器埋納坑

一

3

正 三 三 ≡ 邑 三 二 ≧ 当 4

o                          20cm

fig.19 第11-2・ 3地点出土須恵器  9。 10:第 11-2地点 他は第11-3

出上遺物

結

地 点

11-3地点では、古墳の周溝内、土器埋納坑及び S T01か ら遺物が出土

している。土器埋納坑からは、lTh身 2、 ナ不蓋 4、 短頸壷 1が出土 し、周溝

内からは、須恵器好・高郭・短頸壺、土師器壺などが出土 している。古墳

の裾からは、中世の土師器皿、坑の破片が出土している。

第11-3地点では、古墳と木棺墓が発見された。古墳は、 5世糸己木～ 6

世紀初頭に築造され、 6世紀後半になって木棺墓が築かれた。古墳からは

埋葬施設は検出されなかったが、幅 1.5mの溝を全周させることにより、

径10mの墳丘部を区画するなど手のこんだ築き方をしている。
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1.は じめに

2.調査の概要

(1)第 12-1地点

fig.  20

第12-1地点全景

(西 から)

西神第12地点遺跡

西神第12地点は、西区押部谷町養田に所在する。焼ヶ谷池をはさんで第

7地点の西に位置し、標高11lmを 最高所とする南北約250mの尾根上に

立地する。第12地点から西へのびる尾根上には、かって第18～第20地点の

追跡が存在していた。

分布調査時に第12地点としてマークされていたのは、標高11lmの最高

所付近のみであったが、尾根上にトレンチを設定して調査 した結果、さら

に2ヵ 所の追跡が確認された。したがってこれらの追跡 を12-1、 12-2、

12-3地点と名づけ、調査を行った。

第12-1地点は、分布調査時点で古墳と考えられていたところである。

第12地点の中では、最も眺望のよい場所に立地 している。樹木伐採後、低

い高まりが見られたので、十字に上層観察用の畦を残 し掘 り下げた。

その結果、墳丘 と考えられる低い高まりの北側で、僅かに幅0.8m、 長

さ3m程の浅い溝状遺構が検出された。しかし、墳丘部と思われるところ

は地山まで削平されており、埋葬施設は確認 されなかった。墳丘の南側裾

部は、灰 を混じえた盛土が厚さ0.2m程残存 していた。この南側裾部では

東西 4m、 南北約1.5mの範囲にわたり上師器片や須恵器片が出土 した。

―-30-―



出上遺物

fig,  21

第12-1地点平面図

Plヽ

1 西神ニュータウン内遺跡

墳丘の南西裾から3m程離れたところで、 0。 9× 0.8m、 深さ 7 cmの惰

円形の土坑が検出された。中からは、炭以外の遺物は出土していない。

墳丘の西側、南側、東側から須恵器片や土師器片が出土しているが、比

較的多く出土したのは、墳丘南側裾部である。

須恵器には、lTh蓋 、ナ不身、高lTh、 甕の破片が出土している。小片のため

図化できるものは殆んどない。土師器も小片のため器種は不明である。出

土遺物の年代は、須恵器の形式から6世紀初頭前後と考えられる。

第12-1地点は、すでに削平を蒙 り、僅かに高まりを残すのみであるが

北側に弧状に巡る溝と南側に散乱する土器の存在から、径約10m程度の円

墳と考えられる。埋葬施設は失われているが、南西側に古墳に関連すると

思われる炭が入った土坑を伴っている。古墳の築造年代は、出土遺物の時

期から6世紀初頭と考えられる。
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(2)第 12-2地点  第12-2地点遺跡は、第12-1地点の北50mに位置する標高約107mの

平坦な尾根上に立地 している。すでに地山まで削平されていたが、 トレン

チで土器を埋納 した土坑が検出され、遺跡の存在が確認された。

検出された遺構は、土器埋納坑 (S K01)と その北側に位置する土坑

(S K02)で ある。

fig。  22

第12-2地点

遺構平面図
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SK 01

SK02

その他の遺構

Fig。  23

SK 01平面 。断面図

l 西神ニュータウン内遺跡

S K01は 、長さ1.Om、 幅0。 9m、 深さ6 cmの台形状の土坑で、土坑の

西肩よりに須恵器部身・有蓋高lTh、 土師器坑、紡錘車等が置かれていた。

有蓋高郭は蓋をはずした状態で正立させ、土師器婉も同様に正立した状態

でおかれていた。ただし、須恵器ナ不身は伏せた状態で置かれていた。紡錘

車は、須恵器ナ不身の西側から出土している。土坑内埋土は、地山に近い明

掲色粘質土であり、この土坑が作 られた後、時を経ずして埋め戻されてい

ることが半↓明している。

S K02は 、 S K01の北側に位置する南北 4m、 東西1.2m、 深 さ0。 2m

の長方形の土坑と考えられる。北側と南側が攪乱を受けているため不明な

点が多いが、攪乱上の中から須恵器高lThや 鉄片が出土している点を考慮す

ると、埋葬施設の可能性 も考えられる。

第12-2地点の検出遺構 として、この他に焼土坑とピットがある。焼土

坑は、 S K01の南約20mに位置する1辺1.2 Xl.Om、 深さ0.25mの 長方

形の上坑である。壁面、底面はよく焼け、中からは炭が出土 している。時

期は不明である。

iOス000m

快
Ｎ
Ｒ
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fig.  24

第12-2地点全景

(南 から)

ピットは、S K01の北側10mに位置し、階段状に切り開かれた平坦面に

作られている。径0.3m、 深さ0。 2mで、中には蛤壷力務内められていた。

時期は、近、現代のものと考えられる。この種の重には脳帯を納めたとい

うイ云承がある。

fig。   25 SK 01
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出土遺物

fig。 27 SK01出 土

須恵器実測図

fig。  28
SK01遺物出土状況

小  結

S K02出 上の鉄製品のみである。                1

須恵器 にはナ不身、
'不

蓋、有蓋高ナ不、無蓋高ナ不、甕 などの   熱

器種 がみられる。                       |

2                       5

l 西神ニュータウン内追跡

0            1ocm

第12-2地点からは、土師埋納坑 S K01と 埋葬施設の可能性 も考えられ

るS K02が検出された。これの年代は、出土須恵器の形式から6世紀初頭

と考えられる。すでに、この地点が地山まで削平されているので、果たし

て墳丘があったかどうかは疑間であるが、古墳時代の埋葬施設が存在した

可能性は極めて高い。
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(3)第 12-3地点  第12-3地点では、古墳 1基 とその南側で「コ」字形に巡る溝 1条、半

円形に巡る溝 1条が検出された。「コ」の字形の溝は、 1辺約 5mで、幅

0。 8m、 深 さ0.3m、 北側が古墳の周溝に切 られている。溝内から遺物は

出土 しなかった。半円形の溝は、径約 5mで、幅0.8m、 深 さ0.4m、 西

側は尾根の斜面で途切れ、全周はしない。溝内から遺物は出土しなかった。

遺物が出土 しなかったため、この 2条の溝の時期を断定はできないが、古

墳 との切 り合い関係や埋土からみて古墳と同時期、若 しくはそれ以前と考

えられる。

古墳は、径約10m、 残存高約1.2mの円墳で、南側に幅1.lm、 深 さ0.

3mの周溝が尾根を切断するよう巡らされている。北側墳丘裾から、散乱

した状態で須恵器が出土している。また、墳頂部表土から、土師器を中側

にして入れ子にした状態の須恵器が出土 している。

墳丘は、北側裾及び西側裾付近では、地山の上に焼土がみられたが、他

では盛土はみられず淡掲色砂質土の地山であった。墳丘内及び墳丘外から

は、埋葬施設は発見されなかった。

出土遺物   12-3地 点から出土 した遺物は、須恵器、土師器である。墳丘上から出

土 した数点の遺物を除き、殆んどが北側裾からの出上である。須恵器には、

ナ不身、ナ不蓋 、甕 、壺などの器種がみられ、土師器は婉が出土 している。須

恵器の郭身、ナ不蓋は 4セ ット出土している。

fig. 29

第12-3地点全景

(南 から)
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fig。 30第 123地点

遺構平面図

1 西神ニュータウン内遺跡

12-3地点は、木棺を埋葬施設とする直径約10mの円墳と考えられるが

調査の結果、埋葬施設は検出されなかった。古墳の築造時期は、出土須恵

器の形式から6世紀初頭と考えられる。
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fig.31第 12-3地点

墳頂都須恵器出土状況

9               ,              亀OCm

fig.32 第12-3地点出土須恵器実測図
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1.は じめに

fig.  33

第56・ 57地点追跡

位置図 1:2.500

1,西神ニュータウン内遺跡

西神第56・ 57地点遺跡

西神第56、 57地点遺跡は、明石川中流域左岸、西区平野町宮前に所在す

る丘陵上に立地 している。遺跡の標高は103～ 107m、 明石川付近の現水

田面との比高差は60mで ある。

第57地点から同一尾根上を南へ300m下 ったところには西神第59地点遺

跡 (昭和58年度調査、弥生時代中期墓址)があり、また56地点から北西へ派

生する尾根上には西神第55地点遺跡 (昭和60年度調査、古墳)が存在する。

また北800mに は西神第50地点遺跡 (昭和52～54年度調査、弥生時代集落

址)が存在する。
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2.調査の概要  第56地点、第57地点は、分布調査の時点で古墳と考えられていた。尾根

上及び斜面にトレンチを設定して調査 したところ、古墳は確認されなかっ

たが、尾根の鞍部東側で弥生時代の地山整形遺構が検出された。

このため、尾根の鞍部を中心に全面発掘調査 を実施 した。調査面積は1,

800だ である。

検出遺構   検出された遺構は地山整形遺構 2基 (S X01、 S X02)、 土坑 2基 (S

X01、 S X02)、 不明遺構 1基 (S X03)である。

fig。   34

第56・ 57地点遠景 (東 から)

fig。  35
調査地仝景 (西 から)
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1 西神ニュータウン内違肋
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fig。 36 第56・ 57地点遺跡 遺構平面図
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SX 01

SX 02

fig。  37
SX01,SK01

fig。  38

SX02,SK02

S X01は 、尾根筋よりやや東へ下った標高約104聾 程のところに作られ

た地山整形遺構である。

長さ8m、 幅2.5m、 平坦面幅1.5m、 平面は三日月形をしており、平

坦面上には、幅0.2m、 深 さ0,04mの溝が巡 らされている。平坦面上には、

柱穴が存在しないため住居址とは考えられない。溝内からは、弥生土器の

小片が数点出土 したのみで他には遺物は出上 していない。

S X02は 、 S X01の 南20mに位置し、 S X01同様尾根筋より東へ下った

斜面上の標高103mの ところに位置する。長さ7m、 幅 2m、 平坦面幅1.

2mで S X01同様平面三日月形を呈するが、溝は存在しない。埋土から弥

生土器が出上 している。
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fig。  39

SX01・ SK01

平面 。断面図

f逹子  40

SX02。 SK02
平面 。断面図
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ユ.西神ニュータウン内違跡
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fig. 41

SX01・ 02(東 か ら)

SK 01

SK02

SK03

SX03

3.出土遺物

4.ま とめ

S X01に接 して山側に作 られた長径 lm、 短径0,7m、 深 さ0.3mの 土

坑である。遺物は出土していない。

S X02の斜面山側に作られた土坑である。長径1.8m、 短径 lm、 深 さ

0.lmを測る。遺物は出土 していない。

S X01と S X02と の間に位置する土坑 (長径1。 lm、 短径0.6m、 深 さ

0.08m)で あるが、埋土から遺物は出土 していない。

S X01か ら斜面を東へ下った標高約100mの ところに位置する遺構で、

長さ2m、 幅 lmで尾根をカットし、0.2mの 平坦面を設けている。用途

は不明で、遺物も出土していない。

全体で 1,800ポ 程の面積を調査 したが、遺物の出土量は非常に少なく、

弥生土器片、須恵器片が出土 しているにすぎない。そのうち、追構に伴 う

ものは弥生土器小片のみである。

弥生土器は、壺のみで他の器種は出土 していない。三は口縁端部を肥厚

させる広口壺で、時期は弥生時代中期中葉 (Ⅳ様式)に属する。須恵器は、

古墳時代後期のlThの破片が 1片出上している。

西神第56、 57地点の調査では、弥生時代中期中葉 (約 2,000年前)の地

山整形遺構 2基 とそれに付随すると考えられる土坑が検出された。同一の

尾根上を南に下った西神第59地点追跡では、同時期の墓地が造られてrDhり 、

本棺墓、土羨墓が検出されている。

2基の地山整形遺構 と付随する土坑は、墓地を形成した弥生人と密接な

関連を有するものと考えられる。地山整形遺構の性格は、遺物の出土量が

極めて少ないことから、生活の本拠 とは考えにくく、小屋のような付属施

設に結びつくものと考える方が妥当であろう。
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1.は じめに

fig, 42

第65地点遠景 (西 から)

fig. 43

調査地全景 (西 から)

1 西神ニュータウン内遺跡

西神第65地点遺跡

西神第65地点遺跡は、西区櫨谷町栃本に所在する。櫨谷町菅野から深 く

入 り込んだ菅野谷の最奥部に位置し、谷に面 した西側斜面を中心に追跡が

存在している。昭和59年度に、道路によって切断される尾根の発掘調査が

実施 され、弥生時代の住居址や通路状遺構が検出されている。

昭和59年度調査時のB地区、C地区間の沢に、今回、関西電力の変電所

が建設されることになり、建設予定地内の調査を実施 した。

調査は、まず トレンチにより遺跡の範囲を確認することから始めたが、

トレンチで、土器棺や地山整形遺構の一部が検出されたため、全面調査に

切 り替えた。調査面積は650ポ である。
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2.調査の概要  調査区はB地区の尾根の西側斜面、標高98m～78mの部分である。検出

された遺構は、土器棺 1基、通路状遺構 1条、地山整形遺構 1基、土坑 5

基、ピット4個、溝 3条である。

0                        210m

評

＝

町

fig.44 調査地遺構平面図
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ST 01

SF01

SX01

SK01

SK02

tig.  45

ST01平 面・断面図

l 西神ニュータウン内遺跡

土器棺 (S T01)は 、尾根の緩斜面に、長径1.4m、 短径0.8mの 掘形

を穿ち、その中に甕を身にし、脚部を打 ち欠いた高郭で蓋をして横たえた

状態で検出された。土器棺の大きさは、長さ0。 7m、 幅0.4mで甕の口を

谷へ向けて横たえられている。棺内から遺物は出土しなかつた。時期は、

弥生時代中期後葉である。

標高83mか ら82mへ 、尾根の中腹を北から南へ下がる幅0.7～ lmの通

路状遺構が長さ約29m検出された。 S F01は 、昭和59年度に調査 したSB

04付近から始まり、今年度調査の S D02付近にまで及んでいるものと思わ

れる。

S X01は 、 S F01の 山側に作 られた地山整形遺構である。長さ6.5m、

幅 3mで斜面を供 るような形で作 られている。埋土から弥生土器片が出土

している。どのような目的のために作られた遺構かは不明である。

標高87m付近に作られた、径1.5m、 深 さ0。 3mの 円形の上坑で、内面

は赤変 してよく焼けている。ただし、埋土から炭は出上 していない。

S T01の 南 6mの緩斜面上に作 られた長さ3m、 幅0.8m、 深 さ0.15m

の楕円形の土坑で、埋土から弥生土器片が出土 している。

∞
０

↓
０

ヨ
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fig。  46

調査地北半 (北 から)

fig。  47 ST01
土器棺出土状況

fig.  48

SK02(南 から)
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fig.  49 SD01^ヤ 03

fig.  50

SD01土 器出土状況

ビッ ト

1 西神ニュータウン内遺跡

Pl～ P3は、径約0.3m、 深 さ0,lmの ビットが1.6m間 隔で一列に

並ぶが、建物の一部になるかどうかは、参回の調査区内では判断できなか

った。 Pl、 P3か らは弥生土器が出土 している。

P4は、径約0.4m、 深 さ0.15mで、中から花聞岩の立石が出土 した。

P4は、 S K02と 接 して存在するため、 s K02と 何らかの関連をもつ可能

1生 がある。

S D01～ 03は、谷筋を流れる自然流路と考えられる。 S D01は 谷方向に

沿 う主流路と考えられ、 S D02、 03は 、 S D01に合流する副流路と考えら

れる。流路の幅は狭いところで lm、 広いところで 3m、 深 さ0,7～ 0,8

mを沢よる。

S D01～ 03内 からは、遺物が出土しているが、特に S D01、 02か らは完

形に復元できる弥生土器が出土している。

SD01～ 03
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10cm

fig.51 出土弥生土器実測図

3.出上遺物 今回の調査では、 s D01～ 03周辺とS T01、 S K02周辺を中心として多

数の弥生土器が出土している。石器は、サヌカイト製の石鏃、刃器、フレ

イク、チップが出土 しているが、その数は少ない。弥生土器の時期は、弥

生時代中期後葉 (Ⅳ 様式)に属する。

弥生土器には、広口壺、甕、高郎、鉢、器台等の器種が存在する。この

中でも高lThの 出土点数は比較的多い、広口壺は、口緑端部に凹線をめぐら

すもの、頸部に指頭圧痕文突帯をめぐらすものがみられる。高lThは 、木器

形高ナ不をはじめその種類は豊富である。器台には、三方向に円形透 しを穿

ち、凹線文を多用する大形のものがみられる。

今回の調査区は、昭和59年度調査のB地区とC地区の尾根に挟まれた斜

面部である。今回、住居址は検出されなかったものの、乳幼児を埋葬 した

と思われる土器棺や通路などの遺構が検出された。特に通路は、B地区の

s B04か ら谷の自然流路 s D01、 02ま でのびており、集落と川とを有機的

に結びつけるものとして、当時の弥生時代人の生活を紡沸とさせる。

4.ま とめ
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1.は じめに

2.調査の概要

縄文・弥生時代

中世の遺構

掘立柱建物

(SB01)

一鯵

2 神 出 ・ 田井 違 跡

2.神 出 。田井遺跡

神戸市西区神出町田井に存在する神戸市立神出小学校において、講堂の

建て替え及び校合の増築が計画された。当地付近は古代末から中世にかけ

ての須恵器の一大生産地である神出古窯址群の範囲内であり、また付近で

は、近年の回場整備事業等に伴 う埋蔵文化財発掘調査で、窯址や建物跡が

発見されているため、遺構の存在

が予想された。そのため、校舎等

の建築予定地内において試掘調査

を行った結果、中世の須恵器等 の

追物を含む遺物包含層と、土坑等

の追構が確認された。よって、こ

の地 を神出 。田井遺跡と名づけ、

昭和61年 5月 12日 より発掘調査を

実施 した。

調査区内においては、縄文・弥

生時代の遺構は発見されなかった

が、中世の土坑やピットの埋土お

よび遺物包合層から、縄文・弥生

時代の石鏃 3点、石匙 1点、その

他サヌカイト片 2点、チャー ト片

1点が出土 している。今までのと

ころ、神出町近辺の洪積台地の上

からは、縄文 。弥生時代の遺構は

発見されていない。よつて、これらの追物は、明石川の沖積地に位置する

集落の人々が狩猟時に残 したと考えられる。

中世の追構 としては、調査区南西部に掘立柱建物 1棟 とピット群、中央

部から北部にかけて、土坑群と溝状遺構が検出された。

調査区南西部で検出された掘立柱建物 (S B01)は 、 2間 ×2間 ないし

は 2間 ×3間の総柱の建物である。検出された柱穴は、 2間 ×2間だけで

あるが、東側が旧講堂の基礎の部分で削平を受けているため、もう1間延

びる可能性がある。建物の柱間の長さは、200 cm～ 220 cm。 柱穴の掘形の

大きさは、直径35cm～ 40cmで ある。

_粧巡_拶髯
◇   39  _-5cm

fig.53 石鏃実測図

一〇一鶴

tig.52 調査地位置図 1:5,000
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Fig.  54

調査地遺構平面図
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ピッ ト群

fig. 55 SB01

fig.  56

南半遺構平面図

寸二!ど血
S801

2 神出・田井遺跡

S B01の 周囲には、他にもピットが多数存在し、このピット群は、調査

区外の南西にも拡がって存在するようである。このことから、掘立柱建物

が、 s B01の他にも数棟あるものと考えられる。

s B01の 柱穴掘形内やピット内から須恵器、土師器の小片が出土してお

り、これらの遺物からS B01と ピット群は、中世初め (12世紀～13世紀初

め)の建物と考えられる。

。 0宅

E∫巫i

―

・
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土 坑 群   調査区の中央部から北部にかけて、174基 の土坑が検出された。

(粘土採掘坑群) これらの土坑は、調査区中央の地山が粘土層の区域にのみ存在し、】し端

部のややシルト質を帯びる所や、南部の礫 を含む区域には存在しない。ま

た土坑の深さは、深 くても粘土がやや砂質を帯びるレベルまでも達してい

ない。また土坑がかなり密集 して掘 られ、土坑の埋土は人為的に埋められ

た土がほとんどである。以上の諸特徴と、この付近が、中世の大窯業地で

あることとを考え合わせると、この土坑群は、須恵器や瓦製作粘土を採取

した跡、すなわち粘土採掘坑であると考えられる。

これらの土坑の形状は、平面形は楕円形のものが最も多く、その他隅円

長方形や、不定形のものが存在する。断面形は、底面はほとんどのものが

平坦であるが、壁面は垂直に近いものや斜めになったものの他に、壁面の

下半をえぐり込んだものも多く存在した。これは、窯業生産に適 した粘土

を少しでも多く採取 しようとしたためと考えられる。土坑の大きさは、小

さいもので0.5m× 2.Om、 大きいもので 3m× 4m、 最も平均的なもの

は、 2m× 3m程度の上坑である。深 さは、現存する遺構面が削平されて

いると考えられ、正確にはわからないが、現存する遺構面から80cm前後の

ものがほとんどである。しかし、粘土層の薄い所では、20～ 30cm程度のも

のもある。

|↓

=|

観

fig.  57

土坑群全景
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2 神出・田井違FIl

fig.58 土坑群

tig.  59 土坑群

fig.  60 S K 46
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|

物遺 今回の調査で出土 した中世の遺物は、包合層の追物の他はほとんどがこ

の粘土採掘坑内より出土したものである。粘土採掘坑より出土した土器は、

そのほとんどが須恵器の坑もしくは鉢であった。その他若干須忘器の甕・

小皿、瓦、土師器の婉が出土 している。

土坑内の上器は、そのほとんどが完品に近いものではあるが、焼けひず

んでいたり、一部欠けていたり、胴部や底部にひび害1れ が生じていたりす

るものである。すなわち、形はほぼ整っているが、少し不良な点があり、

製品として供給できないものを土坑内に埋めたようである。

hg. 61 S K45

fig.  62

S K l12・
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土坑内に埋められた土器の個数は、①l～

4個、② 5～ 10個、③20個以上と、 3つのパ

ターンがある。土器の出土するほとんどの上

坑が①のパターンである。②のパターンは、

土坑群の北半に6基見られ、③のパターンは、

北西隅のS Kl13、 1基のみである。 ③の場

合は、明らかに土坑内に、不良品の須忘器を

廃棄したものと考えられるが、その他は、ほ

とんどが①のパターンで、それもたいていの

場合、 1、 2個入っているのみなので、粘土

採掘坑を埋める際に、何か意味を込めて須恵

器も一緒に埋めたものと考えられる。

S Kl12か らは、須恵器の他に、本製鋤が

出土 した。残存長は72.5cm、 そのうち、身の

部分は、19.5cmで ある。刃先には、鉄製のU
字形鋤先を付けていた痕跡がある。柄の部分

と身の一部が欠けており、粘土採掘中に使用

不能となって、刃先だけを取 りはずして、土

坑内に投棄 したものと考えられる。

2 神出・凹ブ+追跡

や

0            20cm

fig.63 木製鋤 (SK H2)

○

牌

奪゙与

ま
=||報|1弩 14

fig.  64

S K l12鋤出土状況
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S K 45 平面・断面図
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66 S Kl12・ 113平面 。断面図
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2 神出・田井遺跡

fig.67 土坑出土須恵器

-59-
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~18

〔ig.68 土坑出土須恵器

fig。   69

土坑出土須恵器・瓦

拓影

1:S K l13鉢 ヘラ描

2:S K92

0               1ocm

-60-―



溝状遺構

SD 01

SD05

近世の遺構

SK 1001

2 神出・田井追跡

調査区内より5条の溝状遺構が検出された。

S D01は 、調査区南半の所を北西から、南東にかけて斜めに通っている

溝である。ただし、 s D01の北西端は、近世の土坑によって、南東端は、

旧講堂の基礎によって切 られており、溝の上半は、小学校造成時に削平を

受けている。現存する形状は、幅30～ 40cm、 深 さ10cm程である。

S D05は 、調査区の北端部を東西方向に通る溝である。この溝も上半は

小学校造成時に削平を受けているため原形は保っていない。現存する形状

は、幅100 cm、 深 さ35cmを 計る。

以上 2つの溝 S D01と S D05は 、土坑群の南端と北端の外側に掘 られて

おり、項度地山の土質が変化する境界付近に造られている。このことより

この 2条の溝は、粘土採掘をする範囲を画する溝 と考えられる。

近世の遺構は、調査区南半に集中して存在した。ただし、全て旧講堂等

の造成時に削平されており、深い土坑、溝のみが残っているだけである。

S K 1001は 、6.8m× 5.2mの楕円形の落ち込みである。埋土より、か

っては水が溜まっていたと考えられる。水際と考えられる所には、こぶし

大の礫や、土師器、備前焼の甕の破片、美濃焼・丹波焼等の陶器片が並ん

で出土 している。

S K1003は 、2.2× 1.2m、 深 さ

坐安洗任茫「:漂形臭家晉貫亀臭洗ШOげ牝五笙三二聖ヒー
SK 1003

石をコ形に並べている。埋土内から

遺物は出土せず、石の間から備前焼

のすり鉢の破片が 1点出上 したのみ

である。形状より近世の上壊墓の可

能性が高い。

SD1004   近世の遺物は、上記の遺構の他は

溝 S D 1001と 攪乱内より多く出土し

ている。染付けの碗や丹波焼・備前  ~イ

焼の甕・外などの陶磁器類がほとん

どであるが、若干、美濃焼・信楽焼

も混 じっている。その他 1点土製人

形が出土している。上記の追構・出

土遺物や付近の住民の話からすると、

近世後半から近代にかけての民家が

あったようである。        fig.

Ｅ
詔

Ｌ

＼封

‐

‐

ｑ

Ｆ

Ｉ
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fig.  71

SK1001遺物出土状況

fig。   72  SK 1003

3.ま とめ 今回の調査では、中世初頭 (12世紀～13世紀)と 近世後半 (18世紀～19

世紀)の追構が確認された。

特に中世の遺構に関しては、粘土採掘坑と考えられる土坑が群をなして

多数発見された。同様の遺構は同 じ神出古窯址群内の神出・老ノロ遺跡で

検出されているが、今回のように広範囲に検出されたことは初めてであり、

原料から製品への生産過程を知るうえで重要で遺跡である。すなわち、採

取 した粘土を調査区南西部のS B01と その付近の建物の集まる集落内の作

業場に運び、加工し、土器を形成 し、それを窯に運んで焼 き上げるといっ

た、生産過程が読みとれるわけである。

また焼 き上がった物も、割れているものの他、焼けひずみ、ひび割れの

大きいものは、窯の前の灰原に廃棄されるが、形の整っているものは、一

度、集落まで持ち帰 り、そこで製品として出荷する前に、チェックされ、

焼けひずみ、ひび割れ、欠け等で製品として使用できないものは、粘土採

掘坑に埋められたことが、土坑より出土 した遺物から知ることができる。

以上のように、今回の調査で、須恵器生産の現地における生産から流通

への製品の動きの一部を知ることができた意義は大きい。
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3 新内古墳

あらうち

3.新内古墳

1.は じめに   神戸市西区神出町地区にTDhけ る土地改良事業は、昭和53年度から実施 さ

れ、それに伴い分布調査・試掘調査等を実施 してきている。その結果、旧

石器時代から鎌倉時代に至る遺物が確認され、計画の変更を行ってもなお

保存不可能な排水路敷・パイプライン敷について トレンチによる発掘調査

を実施 してきた。

2.調査の概要  前年度の試掘調査の結果、古墳時代後期の古墳が 1基確認 された地区に

ついて発掘調査を実施 した。

古墳時代後期の古墳の形態としては、古墳が 1基単独で営まれることよ

りも群集して存在することのほうが多いため、前年度実施 した2× 2mの

試掘坑による調査では、群集形態をとる古墳を把握するには不十分であつ

た。そのため、まず幅約 2mの試掘溝 (ト レンチ)を約20m間隔で設定し

古墳の確認調査を実施 した。

前年度確認された古墳は、字名を採用して新内古墳と命名したが、この

新内古墳中央部に、排水路及びパイプラインが通り、全体の保存が不可能

となったため全面調査を実施 した。

夕́ず てヽカ

P
＼

口
/

本 11

＼
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1～ 4

トレンチ

5ト レンチ

fig.  74

5ト レンチ平面図

総延長約 372mで古墳の確認調査を実施 し

されなかった。

遺構・遺物は全 く確認

耕土を取 り除 くと、黄色粘上の地山面となり、その地山を掘 り込む遺構

が確認された。遺構には、溝・土坑 。不定形落ち込み等があるが、出土遺

物は近世から近代のものを中心にしており中世に遡 る須恵器が若干認めら

れたのみである。

Fig.  75  5 トレンチ
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3 新内古墳

6ト レンチ  耕土を重機により掘削し、床土以下を人力により掘削し調査を実施 した。

床土を掘削すると茶黒色粘質土を埋土とする周溝が現れ、古墳の直径約17

m(周溝幅約 9mを加えると約26m)の円墳であることが判明した。古墳

の盛土等はすでにすべて削平されており、埋葬施設等は確認されなかった。

しかし、床土より出土 した朱の痕跡をとどめた粘土や横穴式石室の掘形が

みられないことなどから判断して、本棺 を直接埋葬 した古墳であると思わ

れる。古墳中央部やや南で確認 された土坑は、出土遺物もなくその性格を

明らかにすることはできなかった。

fig,  76

新内古墳平面図

9          ____一十~~~二甲
Cm

笙

ド
．
Ｎ

fig,77出土埴輪実測図
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fig.  78

新内古墳全景 (南 から)

3.ま とめ

遺物は、周溝内より多量に出土 しているが、須恵器・埴輪が大部分を占

めている。須恵器には郭身・有蓋高堺・壺・装飾付壺 。器台・甕等、多く

の器種が存在していた。埴輪の種類についても、円筒埴輪・朝顔形埴輪・

人物埴輪や器種不明なものも存在していた。また、土師器の甕もわずかで

はあるが出土 している。

時期については、上述 した須忘器等から古墳時代後期前半に築造され、

後期後半まで追葬あるいは祭所Eが行われていたと考えられる。

試掘調査では、新たに古墳は確認されなかったが、新内古墳のような周

溝を持つ古墳でないならば、墳丘盛土が削平されてていればその在在を確

認することは困難である。この点を踏まえて、新内古墳は現段階では単独

で営まれていた可能性が高いものとしてとらえておくことにする。立地は、

現状では後世の削平が著 しい地区であるが、古墳の西方に対して浅い谷と

なり、それを挟むようにのびる尾根が分岐する箇所にあたる。

また、豊富な遺物には時期幅があり、長舶に及ぶ葬送儀礼が行われてい

たことを示 している。しかし、この古墳の時期の集落追跡は神出地区では

全 く不明であり大きな検討課題である。立地に関しても従来知られていた

古墳の分布地区から離れており、注目される。

このように新内古墳の調査は、神出地区における古墳時代社会に新たな

知見をもたらすことになり、同時に多くの疑間を生むことにもなった。今

後の神出地区の歴史を考えて行 くうえで大変重要なものとなるであろう。
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1.は じめに

4 出合遺跡

4.出 合遺跡

出合追跡は、明石川下流域の西岸に位置 し、標高約15mの沖積地に立地

している。明石平野の北西部に位置するこの周辺は、明石川を挟んで多く

の遺跡が知られている。出合遺跡の北側、対岸には弥生時代の集落址、墓

址、水田址等が発見されている玉津 。田中遺跡をはじめ、居住遺跡、居住。

小山遺跡が知られ、東方には新方追跡などがある。また、この付近一帯は、

条里と考えられる地割が認められるが、これまでに条里遺構の検出や、そ

の形成時期については明確になっていない。

この追跡は、住宅都市整備公団の宅地造成工事に伴い発掘調査が行われ、

古墳時代から平安時代にかけての多くの遣構が検出されている。今回の明

石国包線建設予定地は、すでに出合追跡 として知られている前述の北に隣

接 しており、追跡がこの地域まで広がっていると予想されていた。

昭和60年度に道路建設予定地内の試掘調査を実施 し、弥生時代及び中世

の複合追跡で、数時期の遺構面の存在が確認された。今回の発掘調査は、

路線の北端から一部を除き、延長約150m分 を対象に実施 した。

｀
ィエ、

・

た｀
F/

/ , /

／
／
為
／
／
″
仰
∨
献

イ /

判ミ坪チ
・ 

｀
アく、ト
/

fig。 79 調査地位置図 1:5,000
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2.調査の概要

第 1遺構面

SD 01

SD 06

発掘調査に際 し、調査地区割は道路センター杭 (配 13～ 15)を基準とし

南北10m、 東西を三分する形で設定し、今後の調査延長部分と図上で復元

できるようにした。

今回の調査地は、弥生～鎌倉時代の遺構が存在し、層序 として異なる遺

構面を形成 している。検出された遺構面は、第 1遺構面 (鎌倉時代以降)、

第 2遺構面 (平安～鎌倉時代)、 第 3追構面 (弥生時代後期・古墳時代初

頭)である。なお、今回の調査は第 3遺構面までであるが、さらに下層の

第 4遺構面 (弥生時代後期以前)の存在までは確認 されている。

遺構は少なく、土坑 1基、溝 6条、ピット6ヵ 所が検出された。

溝 S D01は、幅 3～ 6m、 深 さ0.3～0.4mで 、近～現代の水路と方向

をほぼ同じくしている。S D01の埋土中より出土する遺物には、須恵器、

瓦、土師器、自磁などがあるが、いずれも摩滅が著 しく、流路であったこ

とカミうかがえる。

S D 06は 、 S D01に 直交する形で南北方向に延びる幅30～ 70cm、 深 さ約

10cmの溝で、S D 01と 合流 している。この溝底より、多数の獣 (牛 か)の

足跡が検出された。

S D02と S D03は 直交する方向で検出された。いずれも、深 さ10cm内 外

である。

土坑 S K01は 、長さ3.5m、 幅1.Omで深 さ 5 cmと 浅い。

SD02・ 03

SK 01

|

fig.  80  第 違構面平面図
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4 出合追跡

ビット    ピットは、ほぼ直線にあり、建物の一部 となる可能性がある。

なお、明瞭に検出できなかつたが、S D06の 西側に沿って畦畔状のわず

かな高まりが認められた。

これらの追構からは、S D01を 除き出土遺物に乏しいが、上層の遺物包

含層及びS D01出土遺物からみて、平安時代末から鎌倉時代頃の遺構 と考

えられる。追構面の状況、遺構の在り方からみて、水田として利用されて

いたのではないかと思われる。なお、現在認められる条里の区割方向と溝

の方向は、大概一致 している。

fig。   81

第 1遺構面全景 (北 から)

fig.  82 S D06 獣足跡
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第2遺構面  平安時代末から鎌倉時代初頭の遺構面で、掘立柱建物 5棟 (S B 01～ 05)、

土坑 5基 (S K02～ 06)、 溝11条 (S D 01・ 07～ 16)な どがある。

これらの遺構は、12世紀後半に属すると考えられる。第 1追構面のベー

スである黄掲色粘質土層の直下、暗灰茶褐色粘質土をベースに遺構が形成

されている。遺構面は、北へわずかずつ傾斜 し高くなっている。遺構は調

査地の北半に集中して存在 していた。

fig.83 第 2遺構面平面図
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SB01

SB02

4 出合追跡

桁行 3間、梁行 2間 (5,6m× 3.9m)の総柱建物で東西棟である。同

辺に数か所柱穴があるが、この建物との関連は不明である。

桁行 3間、梁行 2間 以上、(7.4m× 4.3m以上)で北イ貝1に 1間庇と考え

られる張出しを持つ。また、東側桁行には中間に柱 を持つ構造で、この中

に設けられた柱穴は、比較的浅い。この建物の柱穴からは、礎板として使

用した材がいくつか出上しており、これら礎板には 3種見られる。通常見

られる板材のもののほか、角柱 (立方体)の もの、もうひとつは、杭状の

ものを2本合わせて使用したものがある。確認できた柱穴の配置からみて、

おそらく2間 X3間の建物と考えてよいであろう。

fig.84 SB02 柱穴断面図
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tig。 85 S B02柱穴礎板出土状況 fig.86 S B02柱 穴礎板出土状況
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fig.  87

S B02平面・断面図

fig. 88 SB01(耳 ヒから)
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fig. 89 SB 02(東 から)
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SB03

SB04

SB05

fig.  90 S B03(南 から)

4 出合追跡

2間 ×3間が確認 されたが、調査地外にひろがる可能性 もある。他の建

物と方向をやや異にしている。規模は、6.3m× 4.5m。

S B 04、 S B05は 、柱穴の配置の方向性から2棟としたが、明確な区分

が難 しい。 S B04は 2間 ×2間 (3.6X3.6m)、 S B05は 桁行 6間 、梁

行 2間 (11.2m× 3.8m)南北棟の総柱建物である。

これらの建物址のうち、 S B01、 02、 04、 05の柱穴埋土状況からは、柱

が抜 きとられたと考えられる土層堆積が認められた。また、 S B01柱 穴の

ひとつは、柱の抜 き取 り部分に土師器羽釜片をつめたものがある。 S B02

の柱穴から出土 した礎板は、比較的保存状態が良好であったが、柱根は検

出されていない。

Fig.  91 S B04,05(耳 ヒから)
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Fig。 92 SB01,03・ 04・ 05平面図

溝      第 1遺構面で存在したS D01は 、当遺構面では南東部分は拡大した形と

なっており、当遺構面の時期には存在tて いて、徐々に埋没してゆき、近

世頃まで機能していたことがうかがえる。

溝は多く検出されたが、方向は同一若しく直交方向にあり、s D07、 08

などはS D01に合流する。S D08は 中間で東に直交方向に分岐する一条が
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4 出合追跡

確認 された (調査地外へ延びる)。 これらの溝の性格は不明である。溝の

あいだで切 り合いが認められ、建物址とも新旧が認められるなど、今後検

討が必要である。

S D08、 S D12か らは廃棄されたような状況で、土器が出土している。

これらは、器種からは須恵器婉が圧倒的に多く、他に瓦器婉が少量みられ

る。12世紀後半に属すると考えられる。
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fig。   93

14.SOm

fig。 94 SD08出土須恵器実測図
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Fig.  95

第 2遺構面全景 (北 から)

fig,  96

S D07・ 16(南 から)

fig,  97

S D08遺物出土状況
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4 出合遺跡

hg.98 第 3遺構面遠景 (南 から)

fig。 99 第 3遺構面全景 (北 から)

一　
　
　
　
ｏ 20m
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fig。 loO 第 3遺構面平面図
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第 3遺構 面

SD3-01

SD3-02

SD3-03

SD3-04

SD3-05

SD3-06～ 11

第 3遺構面では、溝11条 、ビット12個 が検出された。

調査区中央部に位置する東西方向の溝で、幅 6m、 深 さ20cmで ある。弥

生時代末の土器が出土 している。

調査区中央部に位置する幅 2m、 深 さ20cmの 東西方向の溝で、調査区東

端で途切れている。古墳時代の須恵器・土師器が出土 している。

調査区中央部から、北へと流れる幅1.5m、 深 さ70cmの V字状の溝で、

SD3-02に切 られている。弥生時代末の土器と種子が出土 している。

SD3-01の北側に位置する幅30cm、 深 さ10cmの溝である。

SD3-02の南側平行する東西方向の溝で、幅20cm、 深 さ10cmである。

調査区南部を南から北へと流れる一連の溝で、それぞれの溝の幅と深 さ

は以下のとおりである。

SD3-06  幅 0.6m  深 さ 40cm

SD3-07

SD3-08

SD3-09

SD3-10

SD3-11

この内、最も新 しい溝はSD3-10で、他の溝 を切って流れており、古

墳時代初頭の上師器が出土 している。

その他の溝は、西からSD3-06、 SD3-07、 SD3-08、 SD3-
09、 SD3-11で、調査区東壁から出て、南へと曲がり、ほぼ平行に流れ

ている。

SD3-08と SD3-09は 、】ヒで 1本の溝であったものが、カーブの終

わったところで、 2つ に分かれており、間の土堤状の高まりの部分で、土

器群が検出された。

土器群は大きく3ブロックに分けられ、北側のものは、東西 lm、 南北

1.5mの広がりを持ち、重 2個体、甕 4個体以上が、細かく壊れた状態で

発見された。中央のものは、下半分を欠いた重が据えられ、その北側に器

台が倒立した状態で検出された。南側のものは、短頸重 1個体、器台 3個

体、高罫 2個体、甕 5個体以上が、東西 lm、 南北2.5mの範囲で検出さ

れた。これらの土器群の土器は、弥生時代後期から終末期のものと考えら

れる。

SD3-06、 07、 08、 09、 11か ら出土 した土器も、同時期のものと思わ

れる。なお、 SD3-11か らは、サヌカイト、種子、植物遺体が出土して

いる。

lm       50cm

l.6m        80cm

2m       90cm

l.4m       80cm

2.6m       80cm
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ピッ ト

4.出合還跡

ピットは12個が検出されたが、建物として並ぶものはない。ピット、S

D3-03、 SD3-04の 出土遺物は、土師器の小片のみで、時期は不明で

ある。

1調査区東壁ぎわで断ち割りを行ったところ、下層の遺構として、調査区

北部で 1条、南部で 2条の溝状遺構が存在すると考えられる。

14.40mゴ

 ヽ    観

1れ10mざ

f導 101 南土器群 平面・断面図
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fig。 102 耳ヒ。中央土器群 平面・断面図
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